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催
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絵
入
本
学
会

代
表

同
朋
大
学
文
学
部
教
授

服
部

仁

「
絵
入
本
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
も
の
を
、
実
践
女
子
大
学
の
佐
藤
悟
教
授
た
ち
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
今
か
ら
一
〇

数
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
第
一
回
の
仙
台
の
大
会
に
は
参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
あ
り
、
羨
ま
し
か
っ
た
覚
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
六
年
に
、
渋
谷
の
実
践
女
子
大
学
で
「
絵
入
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
た
後
で
、
皆
で
会
食
を
し
な
が
ら

自
己
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
時
に
、
私
が
、「『
八
犬
伝
』
の
浮
世
絵
の
展
覧
会
を
し
て
み
た
い
も
の
で
す
」
と
発
言
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
た
ま
た
ま
隣
り
に
座
り
合
わ
せ
て
お
ら
れ
た
現
大
和
文
華
館
館
長
・
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
館
長
、
当
時
は
千
葉
市
美
術
館
学
芸

課
長
で
あ
ら
れ
た
浅
野
秀
剛
先
生
が
、「
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
、
二
〇
〇
八
年
に
愛
媛
県
立
美
術
館
と
千
葉
市
美
術
館
で
開
催
し
た
「
八
犬
伝
の
世
界
」
展
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
の
で
す
。
た

だ
し
、
浅
野
先
生
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
大
和
文
華
館
に
転
出
し
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
、
後
の
実
務
を
托
さ
れ
た
千
葉
市
美
術
館
の
田
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辺
昌
子
さ
ん
の
御
苦
労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
て
、
獅
子
奮
迅
の
ご
活
躍
で
し
た
。
未
だ
に
田
辺
さ
ん
に
は
感
謝
し

尽
く
せ
な
い
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
事
の
こ
と
に
筆
を
費
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
絵
入
本
学
会
」
と
名
称
を
あ
ら
た
め
た
こ
の
会
で
、
今
回
も
、
時
代
、
題
材
、

画
家
、
そ
れ
ぞ
れ
多
岐
に
わ
た
っ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
、
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
こ
と
ど
も

実
践
女
子
大
学
教
授

佐
藤

悟

絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
絵
入
本
学
会
と
名
称
を
変
更
し
た
の
は
関
西
大
学
に
お
け
る
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅴ
か
ら
で
し
た
。

第
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
七
月
で
す
か
ら
、
ほ
ぼ
一
〇
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

九
九
九
年
四
月
か
ら
中
谷
伸
生
さ
ん
と
ほ
ぼ
一
年
間
、
週
に
二
度
食
事
を
共
に
す
る
機
会
を
大
英
博
物
館
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
文
学
と
美
術
史
学
に
関
わ
る
話
を
延
々
と
し
て
い
た
の
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。
中
谷
さ
ん
は
日
本
近
世
美
術
史
が
ご
専
門
で
、
大
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阪
画
壇
の
研
究
者
で
す
。
私
は
江
戸
を
中
心
と
し
た
日
本
近
世
文
学
が
専
門
で
す
。
学
問
は
周
辺
領
域
が
重
要
で
あ
り
、
二
つ
の
学
問
が

結
び
つ
い
た
時
に
新
し
い
可
能
性
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
日
本
文
学
や
日
本
美
術
に
限
定
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
意
見
の

一
致
を
見
ま
し
た
。
こ
の
時
の
ア
イ
デ
ア
が
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。
数
年
後
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料

研
究
所
の
所
長
を
し
て
い
た
渡
辺
守
邦
さ
ん
に
唆
さ
れ
て
絵
入
本
で
申
請
し
た
科
学
研
究
費
補
助
金
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
文
芸
資
料
研

究
所
の
後
援
も
あ
っ
て
、
第
一
回
の
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
仙
台
市
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
発
表
者
は
合
宿
と
い

う
形
を
と
る
の
が
良
い
と
い
う
考
え
で
、
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
の
空
い
て
い
る
部
屋
を
ほ
ぼ
全
部
押
さ
え
、
参
加
者
が
朝
か
ら
寝
る
ま

で
絵
入
本
、
そ
の
他
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
提
案
、
新
し
い
出
会
い
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
え
る
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
名
前
を
付
け
ま
し
た
の
は
、
研
究
発
表
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
で
行
え
ば
い
い
と
い
う
思
い
と
、
手
探

り
で
何
か
新
し
い
も
の
を
求
め
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
第
一
回
目
か
ら
す
ば
ら
し
い
発
表
や
試
み
が
続
き
、
絵

入
本
学
会
と
い
う
形
で
新
た
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
し
か
し
手
探
り
で
何
か
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
み

る
と
い
う
精
神
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
会
と
い
う
名
称
に
気
お
さ
れ
て
、
精
神
が
委
縮
し
な
い
こ
と
を
望
み
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
今
年
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
あ
と
一
〇
年
ぐ
ら
い
は
こ
の
学
会
を
支
え
る
こ
と
は
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

世
代
交
代
を
そ
ろ
そ
ろ
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
事
業
の
進
歩
発
展
に
最
も
害
す
る
も
の
は
、
青
年
の
過
失
で
は
な
く
し
て
、
浪

人
の
跋
扈
で
あ
る
」
と
い
う
伊
庭
貞
剛
の
言
葉
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
学
会
を
支
え
る
若
い
人
た
ち
が
登
場
す
る
こ
と
を
希
っ
て
い
ま

す
。
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絵
入
本
学
会
役
員

■
運
営
委
員

服
部
仁
（
代
表
、
同
朋
大
学
文
学
部
教
授
）

ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
院
教
授

日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
事
務
所
所
長



河
野
龍
也
（
実
践
女
子
大
学
准
教
授
）

河
合
眞
澄
（
大
阪
府
立
大
学
）

佐
藤

悟
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

田
中

登
（
関
西
大
学
教
授
）

中
谷
伸
生
（
関
西
大
学
教
授
）

山
本

卓
（
関
西
大
学
教
授
）

山
本
登
朗
（
関
西
大
学
教
授
）

横
井

孝
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
東
京
大
学
教
授
）

■
編
集
委
員

ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ

服
部

仁

山
田
和
人
（
同
志
社
大
学
教
授
）

山
本

卓

横
井

孝
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絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅵ
プ
ロ
グ
ラ
ム

期
間

平
成
二
五
年
七
月
五
日
（
土
）
六
日
（
日
）
七
日
（
月
）

研
究
発
表
会
場

同
朋
大
学
博
物
館
二
階
大
会
議
室

研
究
踏
査

愛
知
県
南
多
町

岩
屋
寺
・
光
明
寺

七
月
五
日
（
土
）

■
開
会
の
辞

同
朋
大
学

服
部
仁

■
研
究
発
表

シ
ー
ボ
ル
ト
が
持
ち
帰
っ
た
「
大
坂

絵
入
折
手
本
」
を
め
ぐ
っ
て

下
関
短
期
大
学

高
杉
志
緒

「
張
良
吹
簫
図
」
考
―
北
斎
「
張
良
図
」
の
補
説
―

金
城
学
院
大
学

張
小
鋼

役
者
評
判
記
の
挿
絵
―
上
演
実
態
の
反
映
―

大
阪
府
立
大
学

河
合
眞
澄

七
月
六
日
（
日
）

■
研
究
発
表

山
東
京
伝
『
籠
釣
瓶
丹
前
八
橋
』
に
お
け
る
〈
絵
馬
の
怪
異
〉

大
阪
大
学
（
院
）

有
澤
知
世

種
彦
合
巻
『
鯨
帯
博
多
合
三
国
』
の
考
証
趣
味
―
本
文
と
挿
絵
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
―

東
京
大
学
（
院
）

金
美
眞
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一
英
斎
芳
艶
「
文
治
三
年
奥
州
高
舘
合
戦
自
衣
川
白
竜
昇
天
」
図
考
―
『
八
犬
伝
』
と
の
関
連
―

愛
知
県
立
大
学

三
宅
宏
幸

「
さ
る
か
に
合
戦
」
絵
本
の
変
遷
―
江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
の
五
十
点
―

愛
知
大
学
（
名
）

沢
井
耐
三

■
昼
食

■
研
究
発
表

画
集
か
ら
見
た
青
木
繁

関
西
大
学
（
非
）

高
橋
沙
希

〈
デ
ザ
イ
ン
〉
の
黎
明
期
―
明
治
・
大
正
の
挿
絵
と
美
術

実
践
女
子
大
学

河
野
龍
也

尾
張
の
人
、
梅
樹
軒
逸
人
の
俳
書
出
版
―
絵
俳
書
を
中
心
と
し
て
―

名
古
屋
外
国
語
大
学
（
非
）

服
部
直
子

愛
知
県
南
知
多
町
に
残
さ
れ
た
元
禄
期
江
戸
吉
原
に
関
す
る
一
次
資
料

慶
應
義
塾
大
学

日
比
谷
孟
俊

名
古
屋
学
院
大
学

山
本
親

同
朋
大
学

服
部
仁

実
践
女
子
大
学

佐
藤
悟

■
閉
会
の
辞

関
西
大
学

山
本
登
朗

七
月
七
日
（
月
）

研
究
踏
査

愛
知
県
南
多
町

岩
屋
寺
・
光
明
寺
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